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学術資料出版

大空社出版調査・研究・検索 ...
いざという時

頼りになる
事典・目録・解説・索引

シリーズでお届けします。 2023年4月
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大空社 /ナダ出版センター（共同出版）

№ 書　名 ISBN 定価
（本体＋税 10％） 備考

1 図説 絵本・挿絵大事典 川戸道昭・榊原貴教　全 3 巻 978-4-283-00621-8 104,500円
（本体95,000円＋税） パンセ

学術図書販売
【専売】図説 児童文学翻訳大事典 編集委員会　全 4 巻 978-4-283-00516-7 132,000円

（本体120,000円＋税）

図説 翻訳文学総合事典 刊行会　全 5 巻 978-4-283-00743-7 132,000円
（本体120,000円＋税）

「翻訳詩」事典　フランス編 榊原貴教 978-4-908926-49-5 30,800円
（本体28,000円＋税）

世界文学総合目録 川戸道昭・榊原貴教　全 10 巻・別巻 1 290,400円
（本体264,000円＋税）

児童文学翻訳作品総覧　明治大正昭和平成の 135 年翻訳目録 川戸道昭・榊原貴教　全 8 巻 154,000円
（本体140,000円＋税）

明治期国語辞書大系 飛田・松井・境田 第 1 期 26 巻・別巻 1　第 2 期 10 巻 一部品切れ

隠語辞書集成 松井栄一・渡辺友左　全 22 巻・別巻 1

古辞書影印資料叢刊 版本 和訓栞 谷川士清 / 近思文庫古辞書研究会　全 7 巻 4-7568-0533-7 143,000円
（本体130,000円＋税） 残部数組

江戸時代庶民文庫 90　日本釈名 貝原篤信（益軒） 978-4-86688-090-7 18,150円
（本体16,500円＋税）

増補改訂 現代日本文芸総覧 文学・芸術・思想関係雑誌細目及び解題　 小田切進　全 4 巻 4-87236-258-6 63,864円
（本体58,058円＋税） 残部数組

昭和戦前 財界人名大事典　全 4 巻 4-87236-857-6 106,796円
（本体97,087円＋税） 残部数組

戦時体制下に於ける 事業及人物 4-87236-130-X 42,719円
（本体38,835円＋税） 残部 1 冊

戦前社会思想大事典 馬場萬夫監修　全 8 巻 4-87236-234-9 96,117円
（本体87,379円＋税） 残部数組

野球場大事典 沢柳政義 4-87236-150-4 37,379円
（本体33,981円＋税） 残部数冊

アジア学叢書 354　満洲事典　昭和十四年版 千田万三 978-4-86688-354-0 26,070円
（本体23,700円＋税）
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東京都北区中十条 4-3-2（〒114-0032）
TEL:03-5963-4451
FAX:03-5963-4461
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学術資料出版

大空社出版
順次ご案内してまいります。
＊詳細資料進呈、ご請求ください。
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江戸期から近代・現代へ 400年
日本の“絵のある書物”を総ざらい
絵本・挿絵と画家を知る総合事典

図説

絵
本
・
挿
絵
大
事
典
全３巻

え

ほ

ん
　
　

さ

し

え

大空社 /ナダ出版センター（共同出版）

川
戸
道
昭
・
榊
原
貴
教
編
著

図版総数約2000 点収載

カ ラ ー 約1600 点
画家事典画家事典
約約12001200名名

草
双
紙
・
往
来
物
な
ど
の
版
本　

幕
末
か
ら
開
化
・
明
治
の
舶
来
・
洋
装
本

大
量
印
刷
時
代
の
出
版
物
、
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
、
そ
し
て
教
科
書
・
読
本

―

物
語
・
小
説
・
詩
歌
・
劇
・
童
話
、
翻
訳
、
歴
史
・
人
物
伝
・
科
学
・
教
養
読
み
物

誰
も
が
読
み
、
手
に
し
た
書
物
は
…
…　
　
　

と
と
も
に
あ
っ
た
。

書籍の口絵・挿絵・表紙や装幀・造本にある絵
雑誌・新聞に掲載の挿絵 ...　　その画家は？
「絵と画家と書物」から日本の出版 400年を総覧する大事典

絵



刊
行
に
際
し
て

　

半
世
紀
の
間
、
書
物
に
接
し
、
書
物
の
恩
恵
を
こ
う
む
っ
て
き
た
。
長
い
間
、
書
物
と

は
活
字
文
化
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
が
、
い
つ
頃
か
ら
か
そ
の
活
字
を
飾
る
絵
が
気
に
な

り
始
め
た
。
子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
書
物
に
は
ほ
と
ん
ど
挿
絵
が
あ
っ
た
。
明
治
期
の
文

学
作
品
を
調
査
し
始
め
る
と
、
小
説
の
多
く
に
鮮
や
か
な
口
絵
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
明
治

以
降
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
連
載
小
説
は
、
挿
絵
が
な
い
と
物
足
ら
な
い
思
い
を
さ
せ
る
。

挿
絵
や
口
絵
は
常
識
的
に
は
、
作
品
の
飾
と
思
わ
れ
て
き
た
が
、
い
つ
頃
か
そ
の
役
割
が

転
倒
し
て
き
た
様
相
を
呈
し
始
め
て
い
る
。『
図
説 

絵
本
・
挿
絵
大
事
典
』
の
構
想
は
、

こ
の
よ
う
な
現
実
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
問
い
か
ら
生
れ
た
。

　

絵
本
・
挿
絵
は
、
美
術
と
も
文
学
と
も
距
離
を
置
き
、
か
つ
そ
の
橋
渡
し
を
な
す
独
自

の
世
界
を
主
張
し
始
め
た
。
そ
の
自
立
の
過
程
を
、
印
刷
文
化
の
始
ま
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン

版
天
草
本
か
ら
現
代
ま
で
を
俯
瞰
す
る
事
典
と
し
て
編
集
し
た
の
が
本
事
典
で
あ
る
。

　

本
事
典
が
対
象
と
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
草
双
紙
、
往
来
物
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・

平
成
の
東
京
時
代
の
文
学
書
、
児
童
雑
誌
、
大
衆
雑
誌
、
婦
人
雑
誌
、
新
聞
で
あ
る
。
と

り
わ
け
「
童
画
」
と
い
う
呼
称
で
概
括
さ
れ
る
大
正
以
降
の
少
年
少
女
向
き
の
本
、
第
二

時
世
界
大
戦
後
の
幼
児
向
け
の
絵
本
と
そ
の
画
家
は
、
重
視
し
た
。
構
成
は
、
第
１
巻
「
図

説 

日
本
の
児
童
書
四
〇
〇
年
」
で
は
江
戸
時
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
に
主
眼
を
置

き
、
第
２・３
巻
「
絵
本
・
挿
絵
画
家
事
典
」
で
は
明
治
か
ら
平
成
ま
で
に
主
眼
を
置
い
て

編
集
し
た
。
双
方
で
扱
っ
た
画
家
は
１
２
０
０
名
を
越
し
、
絵
本
・
挿
絵
事
典
の
性
格
か

ら
図
版
は
カ
ラ
ー
１
６
０
０
余
点
、
モ
ノ
ク
ロ
約
４
０
０
点
を
掲
載
す
る
。

　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
時
代
に
、
印
刷
文
化
と
出
生
を
と
も
に
し
て
き
た
挿
絵
と
は
何
か
を
考

え
る
、
日
本
で
初
め
て
の
絵
本
・
挿
絵
の
事
典
で
あ
る
。
美
術
、
文
学
、
教
育
の
研
究
に

関
心
を
も
つ
方
々
、
な
ら
び
に
収
集
・
調
査
・
閲
覧
に
か
か
わ
る
図
書
館
・
美
術
館
の
方
々

の
座
右
の
書
と
し
て
活
用
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

	

２
０
０
８
年
11
月	

川
戸
道
昭　
第
１
巻
執
筆
主
幹

		


榊
原
貴
教　
第
２・３
巻
執
筆
主
幹

川
戸
道
昭
・
榊
原
貴
教

編
著

全

３
巻

400年！　日本の絵本・挿絵文化が繰り広げる魅惑の世界

図説

絵
本
・
挿
絵
大
事
典

大空社 / ナダ出版センター（共同出版）

１	

広
く
「
絵
の
つ
い
て
い
る
書
物
」
全
般
を
対
象
と
し
て
、
四
〇
〇

年
に
お
よ
ぶ
日
本
の
絵
本
・
挿
絵
の
歴
史
と
絵
の
作
者
＝
画
家
を
、

初
め
て

0

0

0

総
覧
す
る
画
期
的
事
典
。

	

・	

時
代
・
社
会
の
変
遷
に
つ
れ
盛
衰
、
途
絶
、
消
滅
や
再
生
を
遂
げ

る
生
き
た
書
物
の
歴
史
が
、
豊
富
な
図
版
を
伴
っ
て
展
開
。

	

・	

美
術
と
文
学
や
周
縁
の
領
域
を
「
絵
本
・
挿
絵
」
で
と
り
結
ぶ
初0

め
て

0

0

の
総
合
事
典
。

２	　
第
１
巻
「
図
説 

日
本
の
児
童
書
四
〇
〇
年
」

	

日
本
の
児
童
書
の
歴
史
を
、
江
戸
期
か
ら
現
代
ま
で
を
一
貫
し
て

視
野
に
収
め
捉
え
た
初
め
て

0

0

0

の
事
典
。

◆
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー　
図
版
１
６
０
０
余
点
収
載

	

・	

児
童
書
の
命
と
も
い
え
る
挿
絵
・
口
絵
・
表
紙
絵
、
装
幀
・
造
本

に
焦
点
を
あ
て
通
覧
す
る
。

	

・	

重
要
で
注
目
す
べ
き
人
と
業
績
、
時
代
の
潮
流
、
意
義
な
ど
を
特

設
「
コ
ラ
ム
」
で
詳
し
く
語
る
。

３	　
第
２・３
巻
「
絵
本
・
挿
絵
画
家
事
典
」

	

絵
本
・
挿
絵
に
関
わ
る
多
数
の
画
家
の
業
績
を
本
格
的
に
ま
と
め
た

初
め
て

0

0

0

の
人
名
事
典
。

◆
収
録
画
家
数
１
２
０
０
余
名　
モ
ノ
ク
ロ
図
版
約
４
０
０
点
収
載

	

・	

収
録
画
家
数
は
類
書
で
最
大
級
で
、
多
く
の
人
名
は
他
の
関
係
事

典
で
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

	

・	

既
存
の
美
術
・
文
学
な
ど
個
別
事
典
に
載
る
画
家
で
も
、
ほ
と
ん

ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
絵
本
・
挿
絵
の
業
績
を
具
体
的
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

４	
永
年
に
わ
た
り
日
本
に
お
け
る
西
洋
文
学
移
入
史
を
、
徹
底
し
た

実
証
主
義
で
跡
づ
け
研
究
し
て
き
た
編
者
が
、
貴
重
資
料
を
も
と

に
執
筆
し
た
二
度
と
実
現
不
可
能
な
労
作
。［
最
終
頁・編
著
者
紹
介
参
照
］

概要・特色

え

ほ

ん
　
　

さ

し

え



江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
ま
で
（
本
書
刊
行
は
２
０
０
８
年
）

書
物
の
口
絵
・
挿
絵
・
表
紙
や
装
幀
・
造
本
に
見
る
絵

雑
誌
・
新
聞
に
掲
載
の
挿
絵
な
ど
を
対
象
に

画
家
＝
絵
の
作
家
の
業
績
を
明
ら
か
に
し
た

他
に
類
を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
大
事
典

＊
項
目
内
容
（
②
④
⑤
は
一
部
作
家
）

①
生
没
年
、
略
歴
、
展
覧
会
情
報　
　

②
「
顔
」
＝
画
家
に
よ
る
経
歴
談
、

他
者
に
よ
る
評
な
ど
。　
　

③
作
品
＝
挿
絵
掲
載
書
・
雑
誌
・
新
聞
の
目

録
（
刊
行
年
代
順
）　　

④
単
著
の
画
集
・
著
作
、
全
集
刊
行
目
録　
　

⑤
挿
絵
・
口
絵
・
装
幀
な
ど
の
資
料
図
版

　
第
１
部　
江
戸
期

序　
章　

絵
入
版
本
の
黎
明
（
仮
名
草
紙
）

第
１
章　

児
童
書
の
は
じ
ま
り　
17
～
18
世
紀

江
戸
の
子
ど
も
絵
本
（
草
双
紙
）
＝
金
平
本　

赤
本　

黒
本
・
青
本　

黄
表
紙　
　

上
方
の
子
ど
も
絵
本
＝
半
紙
本　

豆
本

第
２
章　

江
戸
後
期
の
児
童
書　
１
８
０
０
～
１
８
６
８
年

合
巻　

豆
本　

中
本　

西
洋
文
学
移
入
の
先
蹤　

錦
絵
・
お
も
ち
ゃ
絵
・

絵
双
六

　
第
２
部　
明
治
期

第
１
章　
「
近
世
」
か
ら
「
近
代
」
へ　
１
８
６
８
～
１
８
８
５
年

〈
維
新
後
の
10
年
間
〉　

一
般
書
の
流
れ　

西
洋
に
学
ぶ　

新
技
術
の
導
入

〈
明
治
10
年
代
〉　

一
般
書
の
流
れ　

英
語
教
科
書
を
通
し
た
外
国
児
童
文

学
の
受
容　

児
童
雑
誌
の
芽
生
え　

江
戸
の
伝
統
、
明
治
の
輝
き

第
２
章　

近
代
児
童
文
学
へ
の
道　
１
８
８
５
～
１
９
１
２
年

〈
明
治
18
～
30
年
〉　

一
般
書　

子
ど
も
の
読
み
物
欄
の
出
現　

英
語
教
科

書
の
影
響　

さ
ま
ざ
ま
な
試
み　

近
代
化
へ
の
歩
み　

創
作
物
語
の
萌
芽

児
童
文
学
者
巌
谷
小
波
の
誕
生　

児
童
雑
誌
の
流
行

〈
明
治
30
年
代
～
40
年
代
〉　

一
般
書　

外
国
作
品
の
受
け
入
れ　

お
伽
噺
の
流
行　

教
育
界
の
動
向　

多
様
化
す
る
児
童
雑
誌　

絵
本
の
流
行　

大
衆
化
の
流
れ
の
中
で

　
第
３
部　
大
正
・
昭
和（
戦
前
）期

第
１
章　

芸
術
志
向
の
高
ま
り　
１
９
１
２
～
１
９
２
５
年

〈
大
正
期
〉　

明
治
の
継
承　

冨
山
房
「
模
範
家
庭
文
庫
」　

鈴
木
三
重

吉
の
児
童
文
学
運
動　

大
正
期
の
児
童
雑
誌　

さ
ま
ざ
ま
な
児
童
書

集
の
企
て　

大
正
期
の
翻
訳
書　

大
正
期
の
絵
本

第
２
章　

大
衆
化
の
流
れ
の
中
で　
１
９
２
６
～
１
９
４
５
年

〈
昭
和
期
（
戦
前
）〉　

円
本
全
集
ブ
ー
ム
と
児
童
文
学　

拡
大
す
る
領

域　

児
童
書
に
与
え
た
映
画
の
影
響　

本
格
的
絵
本
の
は
じ
ま
り　

昭
和
前
期
の
児
童
雑
誌　

昭
和
前
期
の
翻
訳
書

　
第
４
部　
昭
和（
戦
後
）期

近
代
か
ら
現
代
へ　
１
９
４
５
～
１
９
５
５
年

〈
昭
和
20
年
代
〉　

継
承
と
発
展　

昭
和
20
年
代
の
グ
リ
ム
童
話
・
ア
ン
デ
ル
セ

ン
童
話
講
談
社
『
世
界
名
作
全
集
』『
世
界
名
作
童
話
集
』　

岩
波
少
年
文
庫

索
引
（
人
名
・
キ
ー
ワ
ー
ド
）　
22
頁

　

＊
日
本
の
絵
本
・
挿
絵
史
上
の
主
要
人
名
（
画
家
・
著
者
な
ど
）
５
０
０
超
、

　
　
書
名
な
ど
約
９
６
０
の
事
項
を
収
め
る
。

全３巻　構成

第
１
巻　
図
説 

日
本
の
児
童
書
四
〇
〇
年

第
２・３
巻　

絵
本
・
挿
絵
画
家
事
典

全ページカラー　図版 1600 余点

初
め
て
の
単
独
絵
本

挿
絵

画
家
事
典

画
家
数
１
２
０
０
余
名　
図
版（
モ
ノ
ク
ロ
）約
４
０
０
点
収
載

＊
収
録
画
家
（
抄
）

江
戸
時
代　

浅
山
蘆
国
、　

歌
川
国
貞
、
歌
川
国
松
、
歌
川
豊
国
、
北
尾
重
政
、
北
尾
政
演
、

喜
多
川
歌
麿
、
渓
斎
栄
泉
、
恋
川
春
町
、
葛
飾
北
斎
、
魚
屋
北
渓 

な
ど

明
治
期　

安
達
吟
光
、
荒
井
寛
方
、
井
川
洗
厓
、
池
田
蕉
園
、
池
田
輝
方
、
一
条
成
美
、
稲
野

年
恒
、印
藤
真
楯
、歌
川
豊
宣
、歌
川
芳
宗
、海
野
精
光
、尾
形
月
耕
、尾
竹
国
観
、落
合
芳
幾
、

鏑
木
清
方
、
梶
田
半
古
、
河
鍋
暁
斎
、
桐
谷
洗
鱗
、
久
保
田
米
僊
、
小
杉
未
醒
、
小
林
永
濯
、

小
林
清
親
、
小
堀
鞆
音
、
鈴
木
華
邨
、
武
内
桂
舟
、
月
岡
芳
年
、
筒
井
年
峰
、
富
岡
永
洗
、

中
沢
弘
光
、
中
村
不
折
、
橋
本
周
延
、
鰭
崎
英
朋
、
藤
島
武
二
、
藤
原
信
一
、
松
本
楓
湖
、

三
島
蕉
窓
、
水
野
年
方
、
宮
川
春
汀
、
山
中
古
洞
、
渡
辺
省
亭
、
渡
部
審
也 

な
ど

大
正
期　

有
島
生
馬
、伊
東
深
水
、猪
飼
春
紅
、石
井
柏
亭
、太
田
三
郎
、岡
本
一
平
、岡
本
帰
一
、

恩
地
孝
四
郎
、
加
藤
ま
さ
を
、
木
村
荘
八
、
河
野
通
勢
、
小
村
雪
岱
、
斎
田
喬
、
清
水
良
雄
、

鈴
木
淳
、
高
畠
華
宵
、
武
井
武
雄
、
竹
久
夢
二
、
田
中
良
、
谷
洗
馬
、
名
越
国
三
郎
、
蕗
谷

虹
児
、
細
木
原
青
起
、
水
島
爾
保
布
、
山
村
耕
花 

な
ど

昭
和・戦
前
期　

浅
野
碌
耳
、
飯
沢
天
羊
、
飯
塚
羚
児
、
石
井
鶴
三
、
伊
藤
幾
久
造
、
伊
藤
彦
造
、

今
村
の
ぶ
を
、
岩
岡
と
も
枝
、
江
崎
孝
坪
、
小
田
富
弥
、
樺
島
勝
一
、
川
上
四
郎
、
河
目
悌

二
、
黒
崎
義
介
、
小
林
秀
恒
、
斎
藤
五
百
枝
、
須
藤
し
げ
る
、
田
中
比
左
良
、
寺
内
万
治
郎
、

東
郷
青
児
、
富
田
千
秋
、
富
永
謙
太
郎
、
中
川
一
政
、
初
山
滋
、
林
唯
一
、
平
沢
文
吉
、
深

沢
省
三
、
藤
田
嗣
治
、
本
田
庄
太
郎
、
宮
本
三
郎
、
村
山
知
義
、
横
山
隆
一 

な
ど

昭
和・戦
後
か
ら
平
成
期　

赤
羽
末
吉
、秋
野
不
矩
、朝
倉
摂
、安
野
光
雅
、池
田
龍
雄
、生
沢
朗
、

石
垣
好
晴
、
井
上
洋
介
、
猪
熊
弦
一
郎
、
岩
崎
ち
ひ
ろ
、
岩
田
専
太
郎
、
宇
野
亜
喜
良
、
田

中
良
、
谷
内
六
郎
、
松
本
か
つ
ぢ
、
真
鍋
博
、
横
尾
忠
則
、
米
倉
斉
加
年 

な
ど

＊五十音順　総 595 頁



第
１
巻　
図
説 

日
本
の
児
童
書
四
〇
〇
年

図説

絵
本
・
挿
絵
大
事
典
全

３
巻

本文

組
見
本

図版 1600 余点収載

（本文 456 頁）
全ページ カ ラ ー

江
戸
期
か
ら

現
代
ま
で

絵
の
あ
る
書
物
を

堪
能
す
る
！



［江戸期］「往来物」とよばれる江戸の教科書　　［明治期］河鍋暁斎とテニエル / 馬に乗ったはだ
かの王様 / グリム童話の発見 / 日本で最初にペロー童話を描いた人物 / 創作の空白を埋めた外国
文学 /「お伽噺」書流行の背景 / 英語教育と外国児童文学 / 外国児童文学、人気作品ベスト 20

［大正期］赤い鳥運動の功罪 / 大正期の芸術的出版物を彩った人々 / 宮沢賢治の童話世界
［昭和（戦前）期］翻訳家村岡花子誕生悲話 / 画壇の大物が描いた世界の児童文学　など

原
寸

特集・コラムの充実
時代背景の理解に役立
つエピソード・重要ト
ピックスを挿入（→）



第
２・３
巻　

絵
本
・
挿
絵
画
家
事
典

図説

絵
本
・
挿
絵
大
事
典
全

３
巻

原
寸

①生没年、略歴、展覧会情報
②「顔」＝画家による経歴談、他者による評など。
③作品＝挿絵掲載書・雑誌・新聞の目録（刊行年代順）
④単著の画集・著作、全集刊行目録
⑤挿絵・口絵・装幀などの資料図版

基本項目内容
②④⑤は一部作家

＊第 2・3 巻はモノクロ印刷
　総 595 頁

従来の美術・文学などの事典に載ってい

ない画家を多数含み、人を知り、作品に

あたる情報源として大いに役立つ事典

本文

組
見
本



画家数 1200 余名
図版約 400 点収載

江
戸
期
か
ら
現
代
ま
で

「
絵
」
は
脇
役
で
は
な
か
っ
た
！

初
め
て
の
単
独
絵
本

挿
絵

画
家
事
典



図
説絵本絵本・・挿絵大事典挿絵大事典

全３巻川戸道昭・榊原貴教 編著

え ほ ん　　 さ し え

＊書店では扱っておりません。お問い合わせ、お申し込みは下記へ。（専売）

〒 650-0011　神戸市中央区下山手通 6-1-4 オフィス下山手 3Ｂ

ＴＥＬ 078-945-7835　ＦＡＸ 078-945-7886

0120-518-521
E-Mail: contact@tosho-pensee.com　https://www.tosho-pensee.com

フリーダイヤル

発行：大空社 / ナダ出版センター（共同出版）2008 年 11 月
発売：大空社出版  www.ozorasha.co.jp（東京都北区中十条 4-3-2）

B5 判・上製・総 1100 頁・クロス装・カバー
ISBN978-4-283-00621-8

揃定価 104,500 円（本体 95,000 円＋税 10％）

全 3 巻
（分売不可）

公共図書館　研究機関図書館
学校・教育機関図書室 など
美術館・文学館・博物館・歴史資料館 など

レファレンス・参考図書コーナーに

【編著者紹介】＊肩書は刊行時

川戸道昭（かわと・みちあき）　中央大学教授

榊原貴教（さかきばら・たかのり）　ナダ出版センター主宰

「翻訳」を近現代日本の文学・社会総体に底流する文化と位置
づけ厖大な資料・文献を調査・収集し、復刻編纂した多数の目
録・全集・事典は、多くの読者・研究者に益している。

明治翻訳文学全集《新聞雑誌編》（50 巻）、同《翻訳家編》（20 巻）。
図説 翻訳文学総合事典（5 巻）。図説 児童文学翻訳大事典（4 巻）。
シェイクスピア翻訳文学書全集（45 巻）。児童文学翻訳作品総
覧（8 巻）。世界文学総合目録（10 巻）。ボードレール：明治・
大正期翻訳作品集成（1 巻）。「翻訳詩」事典：フランス編（1 巻）。
資料集成 近代日本語〈形成と翻訳〉（18 巻）ほか［1990 年代～
2016 年刊。詳細は大空社出版ホームページ］

これらは〈すべて現物を確認する〉徹底した実証主義で貫かれて
おり（本書『図説 絵本・挿絵大事典』全 3 巻も同様）、時を経て
も不変の信頼性を有している。

「絵と画家と書物」
貴重図版満載で
日本の出版400年を一望
書籍・雑誌・新聞の
挿絵・口絵や装幀・造本の絵
その画家を知るとき
いま最も頼りになる最大級の事典

2304-2

図版総数約2000 点収載

カ ラ ー 約1600 点

画家事典画家事典
約約12001200名名


